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　国土交通省では、本日10月 １ 日付で全国計320名の「TEC-FORCE予備隊員」※１を登録しました。
　今回登録された者を、災害発生時に必要に応じて被災地等に派遣することで、被災地方公共団体
への支援体制を強化します。

※ 1：「TEC-FORCE予備隊員」制度とは
　災害対応に係る専門的な知識を有する民間企業等の人材を 「TEC-FORCE予備隊員」 として登録の上、災害発生時
に必要に応じ、非常勤の国家公務員として採用し、被災地等でTEC-FORCEの一員としての活動等に従事する制度

全国で320名のTEC-FORCE予備隊員を登録しました
～災害時の被災地方公共団体への支援体制を強化～

令和 7年10月 1 日 水管理・国土保全局防災課
大臣官房参事官（運輸安全防災）

いのちとくらしをまもる 防災減災

１ ．概　　要
　国土交通省では、TEC-FORCE（緊急災害対策
派遣隊）を設置し、災害時に、被災地における被害
状況調査や被害拡大防止、早期復旧等の災害応急対
策に関する地方公共団体支援等を実施しています。
　全国の地方整備局・運輸局等にて行った「TEC-
FORCE 予備隊員」募集・選考の結果、本日10月１
日付で、全国で320名（地方整備局等301名、地方運
輸局等19名）の登録を行いました。

２ ．今後従事する活動について
　今回登録された「TEC-FORCE 予備隊員」は、
今後、災害派遣に必要な研修を受講し、災害発生時
には必要に応じて、被災地等でTEC-FORCE の一
員として、下記の活動等に従事する予定です。
＜地方整備局等における職務内容＞
・被災地における情報収集及び関係行政機関等との
災害応急対策に係る連絡調整（リエゾン）
・被災地における被害状況調査
・被災地における災害応急対策に必要となる地方公
共団体等への技術的助言
＜地方運輸局等における職務内容＞
・被災地方公共団体の物資拠点の管理・運営及び避
難所等への物資輸送に関する技術的助言

・被災地における旅客輸送に関する情報収集及び関
係行政機関との連絡調整等
※今回登録した「TEC-FORCE 予備隊員」として
の名簿登録期間は令和 ８年 ９月30日までです。

３ ．取材について
　今後、各地方整備局等において、10月下旬頃に災
害派遣に必要な研修を実施する予定※2です。研修
にあわせて、TEC-FORCE 予備隊員への訓示等を
行う予定であり、それらを取材いただくことが可能
です。詳しくは、別紙の各地方整備局等の報道発表
をご覧ください。
・日　時：10月下旬頃
　　　　　（各地方整備局等で異なります）
・場　所：各地方整備局等
・取材等：報道関係者に限ります。取材を希望され

る方は、各地方整備局等の報道発表に示
す申込書により登録の上、ご来場下さい。

※ 2 :10月下旬頃に行う研修は、各地方整備局等で
募集したTEC-FORCE 予備隊員のうち「河
川・砂防・海岸・道路・上下水道・機械・電気・
その他分野」について、実施するものです。
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南南海海トトララフフ地地震震等等のの
大大規規模模広広域域災災害害

○TEC-FORCEは平成２０年の発足以来、東日本大震災や西日本豪雨など様様々々なな災災害害ににおおけけるる現現場場対対応応をを積積みみ重重ねね、、
蓄蓄積積ししたた知知見見をを次次ななるる災災害害対対応応にに活活かかすすここととでで着着実実にに備備ええをを充充実実してきた。

○能登半島地震等の経験も踏まえ、気気候候変変動動にによよりり激激甚甚化化・・頻頻発発化化すするる水水災災害害や切切迫迫すするる南南海海トトララフフ地地震震等等のの大大規規模模
広広域域災災害害に対応するためには、現現在在のの災災害害対対応応力力をを格格段段にに引引きき上上げげるるここととがが必必要要になる。

○国国土土交交通通省省のの持持つつ現現場場力力・・総総合合力力をを活活かかししたた被被災災自自治治体体へへのの応応援援のの強強化化にに向向けけ、、TEC-FORCEのの増増強強と行行政政機機関関・・
民民間間企企業業・・学学識識者者ななどどのの専専門門性性をを持持っったた多多様様なな主主体体ととのの更更ななるる連連携携強強化化にによよるる新新たたなな応応援援体体制制を構築していく。

H23東日本大震災

専門的な知識を有する民間企業等の人材を

TEC-FORCE隊員として非常勤雇用する制度の
創設により、人員体制を強化。

《《TTEECC--FFOORRCCEE予予備備隊隊員員》》

民間企業等との災害協定の拡充により、広域的な
被災自治体応援においてもTEC-FORCEと一体的
に活動できる体制を確保。

《《TTEECC--FFOORRCCEEアアドドババイイザザーー》》

《《都都道道府府県県等等ととのの連連携携》》

平時から、都道府県等の危機管理部局や土木部局
等との合同研修等による連携を強化することにより、
被災地における一体的な活動を促進。

《《TTEECC--FFOORRCCEEパパーートトナナーー》》

R6能登半島地震

H28熊本地震

H30西日本豪雨

R1東日本台風

TEC-FORCEの増強と多様な主体との連携による新たな応援体制の構築
～大規模広域災害に備え、災害対応力を格段に引き上げ～

学識者の方々から災害対応の技術的助言を得る
枠組みの創設により、技術的判断が難しい事案に
対応する体制を確保。

《民間》
建設業など

《学識》
大学など

国土交通省
TEC-FORCE

H20発足

新たな応援の枠組み

国土交通省
TEC-FORCE

TEC-FORCE
予備隊員

＋

《行政》
都道府県等

《民間》
TEC-FORCE
パートナー

《学識》
TEC-FORCE
アドバイザー

令和７年６月６日 
報道発表資料抜粋 
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土砂災害専門家（TEC-FORCE高度技術指導班）を
八
は ち

丈
じょう

町
ま ち

に派遣します
〜令和 7年台風22号による被害を踏まえた今後の対策を支援〜

令和 7年10月17日 水管理・国土保全局砂防部保全課

　令和 ７年台風第22 号に伴う大雨により、東京都八丈町で発生した土砂災害について、今後の対
応に関する技術的助言を行うため、10月17日（金）から土砂災害専門家（TEC-FORCE 高度技術指
導班）を派遣します。

　

１ ．土砂災害専門家
　国土交通省 国土技術政策総合研究所 
　土砂災害研究部 土砂災害研究室
　　室長　瀧

たき

口
ぐち

　茂
しげ

隆
たか

　　主任研究官　岸
きし

本
もと

　優
ゆう

輝
き

２ ．派遣日
　令和 ７年10月17日（金）～19 日（日）　予定

３ ．派遣先
　東京都八丈町
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道路の被害状況把握にJAXAの衛星画像を活用
～国土交通省道路局とJAXAが災害発生時の

人工衛星画像データの活用に関する協定を締結～

令和 7年10月28日 道路局環境安全・防災課

　災害発生時には、早期に道路の被害状況を把握することが必要ですが、特に夜間や悪天候の際に
は現地調査が困難で、十分に把握できない場合があります。
　このたび、こうした課題に対応するため、国土交通省道路局と国立研究開発法人宇宙航空研究開
発機構（以下、JAXA）は、人工衛星画像データを活用した災害情報提供協力に関する協定を締結
しました。
　本協定により、夜間・悪天候でも広域の道路被害を効率的に把握し、初動対応（詳細調査・道路
啓開）の強化を図ります。

　
◯本協定の概要
・災害発生時の人工衛星の緊急観測体制を整備し、
要請に基づき JAXAから道路局に衛星画像デー
タが提供されます。
　なお、活用される人工衛星は、現在運用中の陸域
観測技術衛星 2号「だいち 2号」（ALOS-2）お

よび2024年に打ち上げられた先進レーダ衛星「だ
いち 4号」（ALOS-4）も含まれます。
・両者でワーキンググループを設置し、衛星画像デ
ータの効果的な活用手段の検討および実証実験を
実施します。

陸域観測技術衛星 2号
「だいち 2号」（ALOS-2）とは

先進レーダ衛星
「だいち 4号」（ALOS-4）とは

©JAXA ©JAXA

「だいち 2号」の観測データは、災害状況や森林分布の
把握、地殻変動の計測など、様々な分野で利用されてい
ます。特に、衛星から地上までの距離の変化を数 cmの
精度で検出できる性能を持ち、地震・火山活動などの詳
細な把握に貢献しています。「だいち 2号」に搭載され
たＬバンド合成開口レーダ（PALSAR-2）は、 人工衛星
から地表に向けて電波を照射して、その反射された電波
を受信して観測をおこなうため昼夜、天候を問わず観測
できるのが特長です。

「だいち 2号」の高い空間分解能を維持しつつ、観測幅
を 4倍に拡大したレーダ衛星。発災後の 状況把握のみ
ならず、火山活動、地盤沈下、地すべり等の異変の早期
発見など、減災への取り組みにおいて重要な役割を担い
ます。だいち ２号、だいち ４号が観測に使用しているＬ
バンド（波長24cm）は、他の SAR衛星が多く使うＸバ
ンド（波長 3 cm）やＣバンド（波長 6 cm）とくらべて、
電波の一部が植物の葉を透過して地面まで届くため、安
定して地面の動きをとらえることができます。
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衛星画像データの被害調査への活用

夜明け・天候回復後

ヘリ、ドローン、現地調査による詳細把握

道路啓開

レーダ観測
夜間・悪天候後

先進レーダ衛星「だいち４号」

画像解析・判読（被害箇所の推定）

国土交通省JAXA

・・調調査査箇箇所所のの
絞絞りり込込みみ
・・調調査査ルルーートトのの
検検討討

・・道道路路啓啓開開やや
災災害害復復旧旧のの
検検討討

「だいち２号」による熊本県の道路沿いの土砂移動
把握の例（2025年8月12日）

初初動動対対応応にに活活用用

※この地図は地理院地図に加筆したものである

©JAXA

©JAXA

©国土交通省

©国土交通省
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○道路の防災DXにより、情報収集・共有を効率化し、迅速な道路啓開や復旧活動に寄与

＜道路啓開の流れ＞

※予め定めた道路啓開
計画を踏まえて決定

※発災から概ね７２時間
以内を目標

＜参考＞道路の防災DX（デジタルトランスフォーメーション）

小型浸水センサ

■■様様々々なな新新技技術術をを活活用用ししたた状状況況把把握握

LINE

高速道路
会社

集約
データ
共有

自治体

地方整備局

被被
害害
情情
報報
をを
集集
約約
しし

ＧＧ
ＩＩ
ＳＳ
化化

(

国国
交交
省省)

ドローン人工衛星

■■GISデデーータタにによよるる効効率率的的なな整整理理・・共共有有

＃＃99991100にによよりり
送送信信さされれたた被被害害
情情報報ををデデジジタタルル
地地図図にに自自動動表表示示

浸浸水水をを感感知知しし
デデーータタをを関関係係者者
とと情情報報共共有有

被被害害箇箇所所のの把把握握 被被害害箇箇所所のの詳詳細細調調査査

被害状況
の把握

情報の収集・
整理

実施箇所の確認、
体制の構築

道路啓開
の実施発災

デジタル地図被害
報告

GISデータをオープンデータ化し、
民間企業や自治体等の防災サー
ビスへの活用も期待

国土交通省ホームページで公開
https://www.mlit.go.jp/saigai/index.html

被害状況の把握・共有にデジタル
地図の活用を試行（岐阜県の例）

規制情報

被災箇所写真の
重畳なども試行

道路の防災DXにより効率化・迅速化

関係機関

提供
（試行）

©JAXA
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　津波・高潮等に対する防災・減災に関して顕著な功績を挙げた国内外の個人や団体を表彰する「濱
口梧陵国際賞（国土交通大臣賞）」の2025年の受賞者が決まりました。
　授賞式及び記念講演会が11月11日に開催されます。

　

2025年濱
は ま

口
ぐ ち

梧
ご

陵
りょう

国際賞（国土交通大臣賞）
受賞者が決まりました
〜日本、イタリアの ２名が受賞〜

令和 7年10月31日 港湾局海岸・防災課　　　
水管理・国土保全局防災課

稲むらの火（資料提供：内閣府）

　濱口梧陵国際賞は、東日本大震災を教訓として平
成23年（2011年）に定められた津波防災の日である
11月 5 日が、2015年の国連総会で「世界津波の日」
として制定されたことを契機として、沿岸防災技術
の国内外での啓発や普及促進を図るため、国際津波・
沿岸防災技術啓発事業組織委員会によって2016年に
創設された国際的な賞です。
　このたび、2025年の受賞者が下記の ２名に決まり、
授賞式及び記念講演会が下記のとおり開催されます
のでお知らせします。

【濱口梧陵とは？】
　19世紀に現在の和歌山県広川町で生まれた実業
家・社会事業家・政治家。安政元年（1854年）に大
地震・大津波が発生した際、稲むら（稲束を積み重
ねたもの）に火を放ち、それを目印に村人を安全な
場所に避難させた。その後も、私財を投じて防波
堤を築造する等の復興事業にも尽力。同氏の死後、
1946年に広川町は再び地震・津波に襲われたが、防
波堤のおかげで被害が最小限に抑えられた。

記
１ ．日　時：令和 7年11月11日（火）
　 １）授賞式　　　16時00分～
　 ２）記念講演会　17時00分～
　［補足］　授賞式では、本年 4月25日より募集を開

始した「2025年濱口梧陵国際作文コンテ
スト」の入賞作品も発表されます。

２．場　所：海運クラブ（東京都千代田区平河町
2丁目 6 - 4 海運ビル）

３．受賞者：以下の 2名

- 三村　信男博士　茨城大学名誉教授
- StefanoTinti（ステファノ・ティンティ）博士　
イタリア・ボローニャ大学母校招聘教授（イタ
リア）
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Prof. Ahmet Cevdet Yalciner Professor Emeritus, Middle East Technical University, Turkiye

Dr. Giovanni Cuomo Director of Research and Innovation, Maritime, Coastal and Hydraulic Engineering, 

SPERI SpA, Italy

Prof. Billy Edge Bauer Professor Emeritus, Texas A&M University, USA

Dr. Jane McKee Smith Emeritus Senior Scientist, Coastal and Hydraulics Laboratory, US Army Engineer  

Research & Development Center, USA

Prof. Rossetto Tiziana Professor and Head of Department of Hydraulic Engineering, Technical University of 

Delft, Netherlands
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22002255 年年  濱濱口口梧梧陵陵国国際際賞賞受受賞賞者者  

三三村村  信信男男博博士士  茨茨城城大大学学名名誉誉教教授授

三村博士は、地球環境工学・海岸工学の分野で研究を重ね、津波や高潮の科

学的評価や気候変動対策の構築に大きく貢献してきた。特に南太平洋の小島

嶼国や東南アジア諸国での国際共同研究を主導し、ツバルやタイ、ベトナム

では行政や大学、国際機関と協力して防災対策の策定に寄与した。また、

IPCC の第 2 次から第 6 次評価報告書に継続して参加する中、沿岸域や小島

嶼国のリスク評価を世界に発信し続け、国際政策に影響を与えた。国内では、

茨城県津波対策検討委員会で L1・L2 津波概念の導入を主導するなど、防災

対策や海岸管理政策の推進に尽力した。さらに、茨城大学長として防災・環

境教育を推進し、ハノイに設立された日越大学を通じて途上国の人材育成に

も尽力するなど、研究・政策提言・教育・国際活動といった多方面から社会

のレジリエンス向上に貢献した。

SStteeffaannoo  TTiinnttii（（ｽｽﾃﾃﾌﾌｧｧﾉﾉ・・ﾃﾃｨｨﾝﾝﾃﾃｨｨ））博博士士  ボボロローーニニャャ大大学学母母校校招招聘聘教教授授  

ティンティ博士は、40 年以上にわたり津波科学を先導してきた国際的権威

であり、ボローニャ大学では地球物理学の教授を勤めた。多くの若手研究者

を育成し、その門下生は欧州各地で活躍している。発表論文は 270 編を超

え、津波発生メカニズムや数値モデリング、ハザード評価に大きな成果を挙

げた。特に地中海地域における地震・地すべり・火山起源の津波研究を推進

し、歴史的な津波の再現や津波カタログの整備を通じて防災計画の基盤を築

いた。さらに「最悪ケース想定」に基づくリスク評価や建築物の脆弱性評価

手法を普及させ、研究成果を社会実装に結びつけた。UNESCO の北東大西

洋や地中海沿岸を対象とする津波警報システム議長や国際津波委員会にも

長年関与し、国際的な防災政策の構築にも貢献した。こうした活動を通じ、

欧州および世界の津波防災力の向上に貢献した。



令 和  7  年 11 月  1  日 防 災 （13）第 917 号

公益社団法人 全国防災協会

協会だより

令和 7年度第 2回災害復旧技術専門家
派遣制度運営委員会を開催

令和 7年10月27日 東京都中央区日本橋久松町：久松町区民館　会議室

運営委員長挨拶（高橋洋一委員長） 来賓挨拶（防災課岩井聖防災政策調整官）

　令和 7年10月27日に令和 7年度第 ２回災害復旧技
術専門家派遣制度運営委委員会を開催しました。
　この会議は、春と秋（概ね ５月と10月）に開催し
ており、災害復旧技術専門家派遣制度の運営に当た
り、災害復旧技術専門家の技術レベルの維持向上や、
さらなる災害復旧技術専門家派遣制度の周知・活用
などについて議論するとともに、都道府県等から推

薦された災害復旧技術専門家候補者の認定登録審査
及び災害復旧技術専門家の認定登録抹消申し出のあ
った者の審査を行うものです。
　今回の運営委員会では、２８名の認定登録と ３名の
認定登録の抹消審査を行い、それぞれ登録と抹消が
適当と判断されました。
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時間

除石管理基準高

中小出水に
よる土砂堆積

点検 土石流発生
（異常天然現象）

災害復旧事業

通常の
維持管理

点検

緊急
除石

定期
除石

定期
除石

一定程度以上の埋塞

砂防設備としての
大幅な機能損失
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（計画上必要な空間を確保するため
に除石を必要とするライン）

（計画上必要な空間を確保するため
に除石を必要とするライン）

（計画上必要な空間を確保するため
に除石を必要とするライン）
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箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額

]020,81[]2[]020,81[]2[

北 海 道  027,041,3 85 000,73 2 027,301,3 65

青 森  005,271,2 83 005,271,2 83

岩 手  000,970,1 21 000,448 9 000,532 3

宮 城  020,531,1 13 000,006 1 020,535 03

]776,71[]2[]776,71[]2[

秋 田  704,113,21 702 000,003 2 704,110,21 502

<1> <20,000> <1> <20,000>

]391,49[]2[]000,3[]1[]391,19[]1[

山 形  391,476,1 7 000,32 2 000,001,1 2 391,155 3

福 島  966,585 6 966,725 1 000,85 5

(1) (2,000) (1) (2,000)

群 馬  300,95 6 005,8 3 305,05 3

埼 玉  974,22 1 974,22 1

千 葉  000,36 6 000,36 6

神 奈 川 1 110,000 1 110,000 

)008,5()1()008,5()1(

]000,422[]3[]000,441[]1[]000,08[]2[

新 潟  008,589,6 571 000,54 3 000,748 42 000,056 3 008,206,4 041 000,148 5

富 山  000,334,2 54 000,050,1 3 000,383,1 24

>000,002<>1<>000,002<>1<

)000,05()1()000,05()1(

]000,422[]2[]000,422[]2[

石 川  001,482,8 121 000,052 1 001,484,7 911 000,055 1

福 井  000,082,5 3 000,05 1 000,032,5 2

山 梨  000,01 1 000,01 1

]000,011[]2[]000,011[]2[

長 野  064,488,1 83 069,8 2 000,085 4 000,21 1 000,003 1 005,389 03

)000,06()1()000,06()1(

]000,44[]3[]000,71[]1[]000,72[]2[

岐 阜  776,221,51 913 000,16 9 000,512 9 000,680,8 651 775,882,1 31 001,274,5 231

>000,08<>1<>000,08<>1<

)000,73()2()000,73()2(

静 岡  000,357,4 86 000,241,2 15 000,008,1 1 000,118 61

]005,02[]2[]005,02[]2[

愛 知  583,233,1 83 583,702,1 53 000,521 3

(1) (6,000) (1) (6,000)

]411,6[]1[]411,6[]1[

三 重  079,950,2 95 000,6 1 000,03 3 079,320,2 55

滋 賀  000,01 1 000,01 1

[1] [15,000] [1] [15,000]

京 都 1 15,000 1 15,000 

)000,13()1()000,13()1(

大 阪  000,13 1 000,13 1

奈 良  006,467 7 000,096 2 006,47 5

和 歌 山  006,592,2 05 000,054,1 5 006,548 54

鳥 取  009,311,1 7 000,009 1 000,402 5 009,9 1

)000,01()1()000,01()1(

島 根  011,137 45 000,62 4 011,507 05

岡 山  581,660,2 501 453,591,1 16 138,078 44

広 島  006,606 35 006,606 35

)000,035()3()000,035()3(

山 口  000,156,3 921 000,156,3 921

徳 島  000,975 11 000,09 6 000,05 1 000,934 4

愛 媛  005,557,2 56 000,03 5 000,922 11 000,286,1 3 005,418 64

高 知  000,151,3 78 005,948 62 005,681 7 000,000,1 1 000,511,1 35

>000,04<>1<>000,04<>1<

]006,173,1[]7[]005,4[]1[]001,763,1[]6[

福 岡  042,306,8 181 005,4 1 000,051 1 047,844,8 971

佐 賀  000,879,1 34 000,31 1 000,094,1 3 000,574 93

<1> <30,000> <1> <30,000>

(1) (10,000) (1) (10,000)

長 崎  005,241,2 321 000,06 3 000,81 1 000,051 1 005,419,1 811

)000,391,1()8()000,391,1()8(

]462,951[]9[]462,951[]9[

熊 本  686,293,76 445,2 003,852,1 35 683,431,66 194,2

大 分  005,473,2 011 000,753 52 005,710,2 58

宮 崎  000,925,9 95 000,884 22 000,253 7 000,001 1 000,056,7 3 000,939 62

>000,03<>1<>000,03<>1<

]005,201,1[]21[]005,61[]4[]000,680,1[]8[

鹿 児 島  072,589,81 148 066,136,2 051 008,489 24 018,863,51 946

(1) (18,000) (1) (18,000)

沖 縄 1 18,000 1 18,000 

静 岡  000,003 1 000,003 1

浜 松  000,804 5 000,804 5

岡 山  000,001 1 000,001 1

)000,56()1()000,56()1(

北 九 州  000,58 2 000,58 2

福 岡  000,961 3 000,961 3

]001,711[]3[]001,711[]3[

熊 本  001,094 51 001,094 51

>000,004<>6<>000,05<>2<>000,08<>1<>000,072<>3<

)008,710,2()32()000,63()4()000,73()2()000,06()1()008,488,1()61(

]869,325,3[]15[]005,22[]3[]005,02[]2[]005,33[]5[]000,441[]1[]391,19[]1[]572,212,3[]93[

6 1,391,000 4,925 147,107,276 41 19,757,193 42 9,065,577 1 100,000 349 12,601,954 342 8,683,545 34 2,137,629 5,740 200,844,174 

直 轄 計  230,104,1 11 071,83 3 000,831 2 268,422,1 6

合 計 6 1,391,000 4,931 148,332,138 41 19,757,193 42 9,065,577 1 100,000 351 12,739,954 342 8,683,545 37 2,175,799 5,751 202,245,206 

※上段（   ）内書は、公園分、［　　］内書は、水道・下水道分、<　　>内書は、港湾･港湾に係る海岸分である。 注意書き

補助計

合 計冬 期 風 浪 及 び 風 浪 豪 雨 地 す べ り 融 雪 地 震 梅 雨 前 線 豪 雨 台 風 そ の 他

令和 7年　発生主要異常気象別被害報告 令和 7年 9月19日現在（単位：千円）

※被害報告は、月 2回（15日、月末）国土交通省HPで公表。最新は下記をクリック
　http://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/bousai/saigai/kiroku/houkoku.html


	目　次
	全国で320名のTEC-FORCE 予備隊員を登録しました
	土砂災害専門家（TEC-FORCE 高度技術指導班）を八丈町に派遣
	道路の被害状況把握にJAXA の衛星画像を活用
	2025年 濱口梧陵国際賞（国土交通大臣賞）受賞者が決まりました
	協会だより
	令和７年度第２回災害復旧技術専門家派遣制度運営委員会を開催

	「災害査定の留意点」第39回　〈新制度〉砂防堰堤等の緊急除石と現場環境改善費……水管理・国土保全局防災課
	被害報告
	令和７年９月19日現在




